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だ
き
た
い
。
学
校
以
外
の
学
習

時
間
が
全
国
、
全
道
と
比
べ
て

短
い
状
況
で
す
。
こ
れ
を
何
と

か
改
善
す
る
よ
う
に
家
庭
に
働

き
か
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

土
曜
日
授
業
に
つ
い
て
は

早
々
簡
単
に
は
い
か
な
い
事
情

問　
今
年
度
の
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
、
沼
田
町
の

状
況
を
ど
う
分
析
し
た
の
か
。

　

学
力
を
上
げ
る
に
は
土
曜
の

授
業
の
実
施
も
一
つ
の
方
法
で

す
。

　

来
年
度
は
２
割
の
公
立
学
校

で
実
施
し
ま
す
し
、
子
ど
も
た

ち
に
土
曜
日
を
有
意
義
に
活
用

で
き
る
環
境
も
必
要
と
考
え
る

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　

学
校
外
の
学
習
環
境
の
一
つ

に
塾
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
状

況
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
を
誘
致
、
起
業

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

生
沼 

教
育
長

　

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
そ

う
そ
う
楽
観
で
き
る
も
の
で
な

い
。
も
う
少
し
頑
張
っ
て
い
た

子
ど
も
た
ち
が
将
来
の
夢
に
向
え
る

��

子
育
て
支
援
を

今
後
も
い
ろ
ん
な
機
会
を
提
供
し
た
い

問答

　

職
員
は
引
き
継
ぎ

を
き
ち
ん
と
行
い
、

職
務
を
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

短
い
か
ら
と
い
っ
て
、
職
が
で

き
な
い
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

何
か
夢
の
あ
る
話
が
出
た
時

に
は
、教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、

私
ど
も
も
検
討
し
ま
す
。

生
沼 

教
育
長

　

ポ
イ
ン
ト
は
今
、
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
る
一
貫
連
携

教
育
を
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
力
、
あ

る
い
は
先
生
方
の
指
導
力
も
高

ま
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

数
年
前
よ
り
、
小
学
校
に
補

助
員
１
人
、特
別
支
援
員
３
人
、

道
教
委
か
ら
も
２
人
加
配
し
て

い
ま
す
。

　

中
学
校
に
お
い
て
も
１
人
の

加
配
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

指
導
に
障
害
が
出
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

教
育
の
質
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
こ
こ
数
年
、
教
育
委
員

会
の
次
長
が
短
期
間
で
変

わ
り
、
学
校
と
の
連
携
が
上
手

く
取
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　

子
ど
も
た
ち
が

ど
こ
か
に
行
き
た

い
、
や
り
た
い
と

い
う
希
望
が
あ
れ

ば
予
算
を
組
ん
で

ほ
し
い
。

　
「
沼
田
町
総
合

教
育
計
画
」
の
中

で
、
特
に
特
徴
が

あ
り
、
力
の
入
れ

る
ポ
イ
ン
ト
は
何

か
。

　

き
め
細
や
か
な

指
導
を
行
う
た
め

に
先
生
の
増
員
が

で
き
な
い
か
。

鵜野範之
議員

上野敏夫
議員

授
業
外
に
お
け
る

��

学
習
環
境
を
ど
う
考
え
る
か

土
曜
の
授
業
の
再
開
は
簡
単
に
い
か
な
い

問答

も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
様
子
を

見
な
が
ら
考
え
て
行
き
た
い
。

　

学
習
塾
は
、
町
内
に
英
語
の

塾
が
２
件
、
深
川
市
に
６
件
あ

り
ま
す
。
塾
に
通
う
小
学
生
は

１
３
６
人
中
33
人
が
通
い
、

内
５
人
が
町
外
で
す
。
中

学
生
は
68
人
中
38
人
が
通

い
、内
３
人
が
町
外
で
す
。

　

我
々
と
し
て
は
塾
を
誘

致
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

子
ど
も
達
の
指
導
の
充
実

を
図
る
た
め
に
努
力
を
し

て
行
き
た
い
と
思
う
。

北海道は45位

国際交流・ポートハーディにて
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問　
豪
雪
に
慣
れ
て
い
る
は

ず
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、

２
年
続
き
の
大
雪
に
は
驚
き
ま

し
た
。

　

昨
年
の
よ
う
な
大
雪
や
猛
吹

雪
に
対
応
す
る
危
機
対
策
基
本

計
画
は
準
備
さ
れ
て
い
る
か
。

　

除
雪
予
算
が
昨
年
最
終
予
算

の
約
半
分
で
す
が
、
足
り
る
の

か
。

　

昨
年
は
旧
沼
中
グ
ラ
ン
ド
が

雪
捨
て
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

し
た
が
、
近
い
と
い
う
こ
と
で

好
評
の
よ
う
で
す
。
今
年
は
ど

う
す
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
雪

山
を
「
雪
夏
祭
」
で
利
用
で
き

な
い
か
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
は
常
に

エ
ン
ジ
ン
満
開
状
態
で
作
業
す

る
こ
と
か
ら
劣
化
が
激
し
く
、

故
障
率
が
高
い
う
え
に
導
入
後

15
年
程
が
経
ち
、
経
年
劣
化
が

著
し
い
。
予
備
機
や
更
新
計
画

問　
25
年
度
の
重
点
政
策
事

業
４
本
柱
の
ひ
と
つ
と
し

て
「
子
育
て
満
足
度
日
本
一
戦

略
」
が
高
ら
か
に
う
た
い
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

期
待
を
し
、
注
視
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
い
ま
だ
そ
の

具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
が
見
え
ま

せ
ん
し
、
町
長
の
行
政
報
告
に

も
記
述
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
規
事
業
の
「
子
育
て
カ
フ

ェ
」
な
ど
で
は
ど
の
よ
う
な
進

捗
状
況
か
。

　

そ
の
反
響
は
ど
う
か
。

　

子
育
て
満
足
度
は
あ
が
っ
て

い
る
か
。

　

日
本
一
を
標
榜
す
る
か
ら
に

は
少
な
く
と
も
近
隣
町
村
よ
り

も
秀
で
て
い
る
必
要
が
あ
る
が
、

現
状
で
は
追
い
つ
き
追
い
越
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

こ
こ
数
年
大
雪
や

猛
吹
雪
が
頻
発
し
た

こ
と
か
ら
、
昨
年
「
沼
田
町
雪

害
予
防
対
策
指
針
」
を
作
り
、

対
処
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
予
算
は
一
定
の
基
準
に

基
づ
い
て
予
算
を
編
成
し
て
い

ま
す
が
、
必
要
が
生
じ
た
と
き

に
は
補
正
予
算
を
編
成
し
て
い

き
ま
す
。

　

雪
捨
て
場
に
つ
い
て
は
、
騒

音
や
融
雪
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
す
の
で
地
元
町
内
会
と
も
相

談
が
必
要
で
す
。
な
お
、
現
在

旧
キ
ョ
ウ
コ
ン
跡
地
の
使
用
を

交
渉
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
雪

夏
祭
」
で
の
雪
山
の
使
用
は
ま

だ
白
紙
の
状
態
で
す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
は
中
型

が
27
年
、
大
型
が
30
年
に
更
新

す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
備
機
と
し
て
昨
年
ま

で
ほ
た
る
館
で
使
用
し
て
い
た

も
の
を
修
理
し
て
使
う
予
定
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
戦
略
は

今
年
度
が
ス
タ
ー
ト

の
年
で
す
。

　

保
育
園
と
幼
稚
園
を
統
合
し

た
認
定
こ
ど
も
園
を
出
来
れ
ば

27
年
度
の
設
置
を
目
標
に
ニ
ー

ズ
の
調
査
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

で
す
か
ら
今
年
こ
れ
だ
け
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
と
か
、

そ
う
い
う
も
の
は
特
に
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

吉
田 

保
健
福
祉
課
長

　
「
子
育
て
カ
フ
ェ
」
に
つ
い

て
は
い
ろ
ん
な
団
体
に
主
体
的

に
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
個
別
に
お
話
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
年
度
内
に
は
実
施
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

雪
対
策
は
町
民
に
と
っ
て
死
活
問
題
だ

雪
の
克
服
は
町
の
最
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る

問答

子
育
て
満
足
度
は
あ
が
っ
て
い
る
か

特
段
な
ア
ク
シ
ョン
は
起
こ
し
て
い
な
い

問答

渡辺敏昭
議員

中村保夫
議員

子育ては楽しくもあり、
たいへんでもある 除雪風景
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町
と
し
て
昨
年
度

で
４
８
０
万
円
と
２

７
０
万
円
の
２
つ
の
緊
急
利
子

補
給
を
し
ま
し
た
。

　

個
々
の
実
例
を
見
ま
す
と
10

万
円
未
満
の
助
成
が
前
者
で
68

％
、
後
者
で
60
％
で
す
。

　

実
際
に
は
１
万
円
未
満
の
業

者
さ
ん
も
多
数
お
ら
れ
て
、
こ

れ
で
本
当
に
支
援
に
な
っ
て
い

る
の
か
疑
問
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

25
年
度
で
は
年
末

に
向
か
っ
て
今
ま
で

の
よ
う
な
形
が
い
い

の
か
違
う
形
が
い
い

の
か
も
含
め
て
、
そ

の
や
り
方
に
つ
い
て

は
検
討
す
る
余
地
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、

利
子
補
給
も
含
め
て

商
工
会
と
協
議
し
、

な
ん
ら
か
の
形
で
支

援
は
や
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　
沼
田
町
の
商
工
業
者
は

人
口
の
減
少
が
続
く
中
、

苦
し
い
な
が
ら
も
懸
命
に
商
売

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
の
予
算
委
員
会
で

町
長
は
「
今
後
ば
ら
撒
き
政
策

で
は
な
く
て
、
実
効
性
の
あ
る

事
業
を
模
索
し
て
い
く
」
あ
る

い
は
「
商
工
会
と
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
い
く
」
と
い
う
風
に
答

弁
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
・
道
の
融
資
に
対
す
る
町

の
利
子
補
給
は
「
ば
ら
撒
き
政

策
」
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
商
工
会
と
は
ど
の
よ

う
な
話
し
合
い
を
し
て
ど
の
よ

う
な
実
効
性
の
あ
る
事
業
を
展

開
す
る
の
か
。

　

結
局
、
今
年
の
緊
急
利
子
補

給
は
や
る
の
か
や
ら
な
い
の
か
。

　

商
工
業
者
に
対
す
る
支
援
を

後
退
さ
せ
る
の
か
。

利
子
補
給
は
、ば
ら
撒
き
か

よ
り
実
効
性
の
あ
る
支
援
を
考
え
た
い

問答

高田　勲
議員

今回の定例議会の傍聴者は、29名でした。
11月14日㈭に「子ども議会」を開催します。小学４年生が議員席に座り、自分の言葉で
町長に質問をします。みなさまの傍聴を待っています。お気軽に、ご来場下さい。

今日はみんなのしょう来
やゆめとかじゅくなどの
議会しつ問のしかたとか
が勉強になりました。
 （10才・男性）

傍聴席の生の声

むずかしいことばかりしゃべっ
ててあまりわからなかったけど、
11月に四年生がやる番になるの
でよくききながらメモをとって
むずかしいこともあっておもし
ろかったです。 （10才・女性）

傍聴席の生の声

図表を使って説明する金平町長
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今後のまちづくり
　全議員が参加し、昨年の３月から今年の８月まで会議を11回、町
外への視察を２回行い、厚生病院の改築問題を中心に、人口の減少
や少子高齢化に即した今後の沼田町のまちづくりを調査し検討した。

委 員 長 津川　均
副委員長 渡辺敏昭

調査した農産加工場は新築が決まった

まちづくり調査特別委員会 調査報告

3ほたる館と沼田開発公社の今後
　民間指定管理者による一層の集客と、運営状況を常に把握し、良好な経営が継続されることを願う。

2老朽化した公共施設
　使用されていない施設は、効率的な解体計画を立てて、それに基づく解
体のための基金の創設をするなど、スムーズな解体が必要だ。
　施設集中型の「コンパクトタウン」を進め古い建物の流用は、まちづく
りの足かせになりかねない。建物の解体は、早めの思い切った対応が必要。

1地域の医療と福祉
①　医療施設は診療所であっても、その診療体制によっ
ては多額な費用と維持費が掛かる。新しい医療施設及
び福祉施設の建設にあたっては、財政・医療・福祉・
建設等、総合的な立場から専属プロジェクトチームを
早急に立ち上げ、長期的施策の立案と実行を望む。

③　行政は命を守る視点から、住民に不安を抱かせない救急体制の充実を図り、た
とえ看取りの場所が在宅やショート・スティ等の福祉施設になっても、いたわり
と尊厳のある対応がなされるべきである。
　　また、無床診療所に併設を予定している小規模多機能型居宅介護施設や高齢者
住宅についても、町民が安心して利用される施設となるよう努力いただきたい。

②　医療福祉問題は高齢者世代が中心になりがちだが、
若者や子育て世代がその問題に参加・共有すること
で、福祉の進んだ「まちづくり」が出来ると考える。

　　今後も、若年層健診や各種健診率の向上、健康運
動等の一層の推進を望む。

④　少子高齢化や過疎化における医療の問題は、行政や民間、
医療機関は勿論のこと、子供から高齢者まで全ての町民が、
健康長寿のために地域医療を支えていくという意識づくりが
重要と考える。
　　たとえば、病院を含める関係機関との連携をより強くする
ために、地域医療を守る条例化を進めるなど、町民、医療機
関、町が、それぞれの立場で地域医療を理解し、互いに支援
しながら、一歩先行く自治体
を目指す事を望む。

羅臼町は、民間の「孝
仁会」を診療所の指
定管理者にした

湧別町は、厚生病院から診療所に変わった

弟子屈町・摩周厚生病院の温水プール。

沼田町には耐震化されてい
ない古い施設が、多くある

全国各地で、住民が病院を
守る条例が作られている

水中体操やリハビリに
活用し、町民の健康に
役立っています
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国会へ要望東
京 　８月７日、 渡辺、 久保の両議員

が北空知の議員団として東京へ行き、主に下記
の３つを要望し、意見交換を行ってきました。

　

農
地
の
整
備
を

通
年
施
工
に
し
て

欲
し
い
。

渡
辺
孝
一
議
員　
政
府
の

農
業
政
策
の
①
農
地
集

積
、
②
輸
出
は
北
海
道
に

は
馴
染
ま
な
い
が
全
道
民

で
ト
ラ
イ
し
て
い
こ
う
。

長
島
忠
美
政
務
官　
戸
別

所
得
補
償
制
度
な
ど
は
で

き
る
だ
け
法
案
化
す
る
こ

と
で
、
恒
久
的
な
制
度
に

し
た
い
。
さ
ら
に
農
水
省

に
は
農
家
が
２
％
実
質
成

長
す
る
予
算
の
組
み
方
を

指
示
し
て
い
る
。

　

ど
う
農
業
予
算

に
取
り
組
む
の
か
。

橋
本
聖
子
議
員　
税
収
を

見
込
ん
で
予
算
を
組
む
の

で
、
年
末
に
ど
う
な
る
の

か
ま
だ
分
か
ら

な
い
。
ま
た
消

費
税
は
福
祉
へ

の
目
的
税
な
の

で
、
他
に
使
え

る
よ
う
に
、
ど

う
ソ
フ
ト
・
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ

（
穏
や
か
な
移

行
）
す
る
か
が

重
要
。

農業予算の確保

徳永エリ議員に『要望書』を渡す、北空知の議員団

長島忠美・農林水産大臣政務官、
渡辺孝一議員と農業問題を語る

橋
本
聖
子
議
員　
私
は
出
産

を
三
回
し
て
い
る
し
、
家
族

に
医
者
も
多
い
。
地
域
医
療

は
、
守
る
べ
き
。

　

医
療
法
が
改
正
さ

れ
る
た
び
に
田
舎
か

ら
医
者
が
い
な
く
な
る
。
つ

ま
り
立
法
府
の
責
任
で
は
な

い
の
か
。
具
体
策
は
あ
る
の

か
。

厚
生
労
働
省
・
医
政
局
・
原 

德
壽
局
長　
「
地
域
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
」で
ド
ク
タ
ー
・

バ
ン
ク
事
業
を
進
め
た
い
。

現
在
、
在
学
中
の
医
大
生
が

卒
業
後
は
、「
地
域
」枠
と「
研

究
」
枠
の
組
み
合
わ
せ
を
す

る
の
で
、
も
う
少
し
待
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

で
は
、
医
者
が
都

会
と
田
舎
を
交
互
に

受
け
持
つ
「
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
方
式
」
を

是
非
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

原
局
長　

し
か
し

「
職
業
の
自
由
」
の

原
則
が
あ
る
の
で
強

制
は
で
き
な
い
。
法

の
限
界
だ
。
道
内
の

病
院
と
連
携
す
る
工

夫
が
必
要
だ
。

医師の確保

橋本聖子議員は、オリンピックの話題も

原局長は、医師行政のトップ

伊
達
忠
一
議
員　
自
民
党
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
公
約
を
守
ら
な
か

っ
た
ら
、
野
党
に
下
野
す
べ

き
だ
。　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
内

容
は
秘
密
だ
が
、
日

程
は
秘
密
で
は
無
い
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
展
開
し
、
そ
れ
に
対
し
て

地
域
は
何
を
ど
う
準
備
す
べ

き
か
、
も
っ
と
明
確
に
指
導

し
て
ほ
し
い
。

農
林
水
産
省　
ア
メ
リ
カ
の

オ
バ
マ
大
統
領
は
「
年
内
に

決
着
」
と
公
言
し
た
が
、
お

そ
ら
く
無
理
だ
ろ
う
。
当
面

は
来
春
の
決
着
を
前
提
に
来

年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ
た

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
時
間
は

無
い
。

長
島
忠
美
政
務
官　
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
の
情
報
開
示
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
す
る
。
そ
れ

が
国
民
に
知
ら
さ
れ

な
い
ま
ま
に
賛
成
も

反
対
も
し
な
い
。

小
川
勝
也
議
員　
日

本
は
交
渉
の
場
で
意

見
を
保
留
に
し
て
は

ダ
メ
だ
。
む
し
ろ
提

案
を
す
べ
き
だ
。

TPPの国益維持

参議院選挙で当選直後の伊達忠一議員

小川勝也議員の議員室
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「
議
会
広
報
」

２
０
１
３
年
11
月
７
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　沼田に赴任し一年半になる。周辺の田園風景
を眺めながら車の運転をするのも生活の一部に
なってきたところである。
　最近ふと思い立ち30年振りに故郷に足を運ん
でみた。昔は立派だった炭鉱の立坑が塗料のは
げた鉄骨の残骸をさらし、国道38号線沿いのか
つて自分が暮らしていた場所にはコンビニが建
ち、市民球場は消え、鉄道の周囲は草で覆われ
ていた。記憶にある生活の痕跡はどこにもなか
った。
　本当に自分はここにいたのだろうか、過去と
現在の情景が交錯する中、言い知れぬ虚しさに
襲われた。産業が衰退するということは町が死
ぬことなのだと思った。石炭産業は戦後復興の
旗手としてその役割を果たし、役割を終えると
ともに町から人も消えた。中学生になった頃に
父親が言ったことを憶えている。「ヤマはもう
だめだ。大学へ行け。」自分が故郷を出る決心
をしたのはこの言葉がきっかけだ。それから高
校を卒業して以降、故郷を訪れることは一度も
なかった。
　沼田町にもかつて炭鉱があったと聞いている。
閉山に伴って町を出た人も数多くいたのだろう
と思う。だが沼田町には農業がある。農は現在
苛烈な国際競争の荒波にのまれようとしている。
ＴＰＰの衝撃から町は生き残ることができるの
か？ＴＰＰ反対の看板を目にする度に廃墟とな
った立坑が目に浮かぶ。故郷を失った者は生涯
流浪の旅を続けるしかない。
　生き残れ、沼田町。子どもたちの故郷を守れ。
何故かそう思わずにはいられない。

沼田弾薬支処長兼ねて沼田分屯地司令
二等陸佐 岡 本 　 斉

ひとし

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之
　
久
保
元
宏

　

昨
年
の
冬
も
大
雪
だ
っ
た
。

毎
日
毎
日
の
大
雪
に
、
大
抵
の

こ
と
に
は
泣
き
言
を
言
わ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
小
生
で
も
、

愚
痴
の
数
が
増
え
た
。
雪
解
け

も
遅
く
、
農
業
を
営
ん
で
い
る

私
は
今
年
の
稲
作
の
不
作
を
覚

悟
し
た
。

　

６
月
に
な
り
、
猛
暑
が
訪
れ

た
。
毎
日
毎
日
の
猛
暑
に
、
大

抵
の
こ
と
に
は
泣
き
言
を
言
わ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
小
生
で

も
、
愚
痴
の
数
が
増
え
た
。

　

８
月
の
中
旬
か
ら
雨
が
降
っ

た
。
毎
日
毎
日
の
雨
に
、
大
抵

の
こ
と
に
は
泣
き
言
を
言
わ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
小
生
で
も
、

愚
痴
の
数
が
増
え
た
。
田
ん
ぼ

が
乾
か
な
い
。
ど
う
し
ょ
う
。

　

９
月
の
中
旬
か
ら
稲
刈
り
を

始
め
た
。
手
応
え
が
あ
る
。
３

年
続
き
の
豊
作
だ
。
大
抵
の
こ

と
に
は
喜
び
を
表
面
に
出
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
小
生
で
も
、

喜
び
を
隠
せ
な
い
。

　
「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
と

い
う
格
言
を
思
い
出
し
た
。

あ
と
が
き

「センチメンタル・
 ジャーニー」

　

８
月
19
日
滝
上
町
議
会
広

報
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
来
訪

し
、
沼
田
町
議
会
広
報
に
つ

い
て
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
町
議
会
広
報
「
み
ん

な
の
議
会
」
が
議
員
だ
け
の

手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

長
原
副
委
員
長
が
作
成
手

順
の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後

「
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌

づ
く
り
」
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
全
道
町
村
議
会
広

報
研
修
会
に
広
報
委
員
４
人
全

員
で
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　

長
い
間
議
会
広
報
に
携
わ
っ

て
き
た
深
沢
徹
氏
の
講
演
を
聞

く
と
と
も
に
、
沼
田
町
議
会
広

報
誌
「
み
ん
な
の
議
会
」
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

数
字
の
表
記
の
仕
方
や
目
次

の
在
り
方
、
タ
イ
ト
ル
の
つ
け

方
な
ど
鋭
い
指
摘
を
受
け
、
自

信
満
々
で
あ
っ
た
私
た
ち
の
鼻

を
へ
し
折
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
ん
で
き
た
こ
と
を
今
号
か

ら
の
編
集
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
今
回
か
ら
数
字

の
表
記
を
変
え
ま
し
た
。
気
づ

き
ま
し
た
か
？

滝
上
町
議
会
広
報
委
員
会
が
来
訪

全
道
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

滝上議会広報委員のみなさん

きびしい指摘を受けました


